
こ
こ
で
紹
介
す
る
無
蓋
高
杯
は
、
二
〇

二
一
年
九
月
に
大
阪
梅
田
の
と
あ
る
古
書

店
か
ら
奈
良
県
云
々
と
記
載
さ
れ
た
貼
紙

の
あ
る
土
器
が
あ
る
と
の
連
絡
を
受
け
た

事
に
端
を
発
す
る
。
店
に
伺
う
と
木
箱
に

今
回
紹
介
す
る
高
杯
一
点
と
陶
質
土
器
二

点
（
四
世
紀
後
葉
の
西
部
慶
南
地
域
の
伽

耶
土
器
有
蓋
高
杯
一
点
、
五
世
紀
後
葉
～

六
世
紀
前
半
代
の
新
羅
土
器
有
蓋
高
杯
蓋

一
点
）
が
共
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

場
で
実
見
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
木
箱

に
つ
い
て
は
本
来
は
他
の
器
物
用
の
箱
で
、

現
内
容
物
と
は
全
く
関
係
が
な
い
。
よ
っ

て
、
こ
れ
等
土
器
収
納
用
に
転
用
し
た
箱

の
た
め
、
当
然
の
事
な
が
ら
内
容
物
に
係

る
記
載
は
一
切
な
い
。
出
土
地
に
関
す
る

情
報
は
、
高
杯
に
貼
ら
れ
た
紙
片
の
み
で
、

共
に
納
め
ら
れ
て
い
た
二
点
の
陶
質
土
器

に
も
何
ら
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
二
点
の

陶
質
土
器
は
韓
国
内
で
も
地
域
を
異
に
し
、

更
に
時
期
差
も
あ
る
事
か
ら
高
杯
と
は
元
々

関
連
が
な
く
、
た
ま
た
ま
所
有
者
が
同
じ

土
器
と
言
う
括
り
で
同
一
木
箱
に
保
管
し

て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

図
示
し
た
高
杯
は
、
口
径
一
一
・
八
㎝
、

器
高
九
・
六
～
一
〇
・
二
㎝
、
脚
径
七
・

〇
㎝
、
脚
基
部
径
三
・
二
㎝
を
計
測
す
る

完
形
品
で
あ
る
。
杯
部
は
脚
基
部
か
ら
緩

や
か
に
湾
曲
し
上
方
へ
延
び
、
口
縁
端
部

は
丸
く
収
め
て
い
る
。
脚
部
は
基
部
か
ら

直
線
的
に
延
び
裾
部
で
外
反
し
端
部
は
丸

く
収
め
る
。
杯
部
の
内
外
面
は
放
射
状
の

細
か
い
ミ
ガ
キ
調
整
、
口
縁
端
部
の
内
外

は
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
っ
て
仕
上
げ
る
。
脚
部

外
面
は
縦
方
向
の
細
か
い
ミ
ガ
キ
調
整
、

内
面
に
は
絞
り
痕
跡
を
残
す
。
脚
裾
の
端

部
内
外
は
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
っ
て
仕
上
げ
る
。

杯
身
と
脚
部
の
接
合
は
外
面
に
胎
土
を
足

す
事
で
接
合
面
を
補
強
し
て
い
る
。
内
外

面
共
に
橙
褐
色
を
呈
し
焼
成
良
好
、
胎
土

に
は
微
砂
を
含
む
が
精
良
な
粘
土
を
使
用

す
る
。
一
般
的
な
高
杯
に
比
べ
小
型
品
で
、

時
期
的
に
は
弥
生
時
代
後
期
の
も
の
と
の

幸
い
そ
こ
に
は
出
土
地
を
あ
る
程
度
想
定

し
得
る
書
き
込
み
が
記
さ
れ
て
い
た
（
写

真
２
）。

文
面
は
ペ
ン
書
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

奈
良
縣
柳
本
町
大
字
渋
谷
東
方　

古
墳
（
円
墳
）
群
在
地
ヨ
リ
発
掘　

大
正
十
一
年
六
月
頃

弥
生
式　

坏

こ
の
う
ち
、
№
14
と
B. 

21
に
関
し
て
は

他
に
も
伴
出
し
た
遺
物
等
が
あ
り
、
そ
れ

ら
に
対
し
順
に
番
号
を
付
す
中
で
こ
の
土

器
が
14
な
い
し
は
21
番
に
当
た
る
と
も
推

測
で
き
る
が
、
現
時
点
で
何
を
指
す
の
か

不
明
で
あ
る
。

現
在
、
天
理
市
渋
谷
町
に
該
当
す
る
地

域
は
、
渋
谷
向
山
古
墳
を
西
端
と
し
て
東

側
の
山
間
部
を
含
む
範
囲
と
な
っ
て
い
る
。

当
該
地
域
で
奈
良
県
遺
跡
地
図
に
円
墳
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
古
墳
は
、
渋
谷
向

山
古
墳
周
辺
に
数
基
が
知
ら
れ
る
。
貼
紙

No.14

B.21

指
摘
を
受
け
て
い
る（
図

１
・
写
真
１
）。

さ
て
、
前
述
の
よ
う

に
、
こ
の
高
杯
の
杯
身

部
外
面
に
は
五
・
七
㎝

×
二
・
七
㎝
の
紙
片
が

貼
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、

1�

写真１　高杯

図１　高杯実測図
（S=1/4）

写真２　杯身外面の貼紙

目　　次

奈良県立橿原考古学研究所彙報　青　　陵 No.　173

第 173 号
二
〇
二
四
年
六
月
二
一
日
発
行

 

奈　

良　

県　

立

発
行
者

 

橿
原
考
古
学
研
究
所

奈
良
県
橿
原
市
畝
傍
町
一
番
地

編
集
者 

清　

水　

康　

二

目　　次
資
料
紹
介　

柳
本
町
渋
谷
東
方
出
土
の
高
杯 

木　

下　
　

亘　
　

１

シ
リ
ア
文
化
財
関
係
専
門
家
研
修

「
遺
物
の
修
復
と
復
元
に
関
す
る
研
修
」
報
告 

中
尾
真
梨
子　

２

橿
原
考
古
学
研
究
所
に
お
け
る
七
五
日
間
の
研
修
記 

イ
・
チ
ョ
ロ
ン　

３

韓
国
国
立
扶
余
文
化
財
研
究
所
と
の

発
掘
交
流
実
施
協
定
締
結 

小　

栗　

明　

彦　

７

ひ
と
の
動
き
・
訃
報
・

ア
ト
リ
ウ
ム
展
示
案
内
・
附
属
博
物
館
展
示
案
内 

編　
　

集　
　

者　

７

　

資
料
紹
介　

柳
本
町
渋
谷
東
方
出
土
の
高
杯

木

下
　

亘



に
見
ら
れ
る
『
古
墳
（
円
墳
）
群
』
と
あ

る
記
載
が
ど
の
程
度
信
憑
性
を
持
つ
の
か

判
然
と
し
な
い
が
、
仮
に
古
墳
群
と
い
う

記
述
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
渋
谷
の
範
囲
に

入
る
古
墳
群
は
龍
王
山
古
墳
群
し
か
な
い
。

龍
王
山
古
墳
群
は
、
龍
王
山
の
南
側
を
盆

地
に
向
か
い
流
れ
下
る
西
門
川
沿
い
の
谷

筋
斜
面
に
形
成
さ
れ
た 
六
～
七
世
紀
に
か

け
て
の
古
墳
群
で
、
そ
の
総
数
は
六
〇
〇

基
を
超
え
る
大
規
模
群
集
墳
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
渋
谷
側
に
含
ま
れ
る
の
は
谷
の

南
側
斜
面
部
分
が
相
当
す
る
。

貼
紙
に
あ
る
『
発
掘
』
と
言
う
記
載
に

つ
い
て
も
ど
の
よ
う
な
状
況
下
の
出
土
を

指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は

掘
り
当
て
た
程
度
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
仮

に
開
墾
等
に
係
っ
て
の
出
土
で
あ
れ
ば
谷

奥
部
に
あ
る
古
墳
と
い
う
よ
り
は
、
比
較

的
盆
地
に
面
し
た
一
画
に
立
地
す
る
古
墳

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
土
器
は
龍
王
山
古
墳
群
で

も
盆
地
に
向
か
っ
て
開
け
る
渓
谷
西
側
入

口
部
に
近
い
地
域
の
円
墳
か
ら
掘
り
出
さ

れ
た
も
の
と
現
時
点
で
は
推
測
し
て
お
き

た
い
。
ま
た
、
時
期
的
な
点
か
ら
す
れ
ば

埋
葬
施
設
等
古
墳
に
直
接
関
わ
る
遺
物
で

は
な
く
、
墳
丘
盛
土
等
に
包
含
あ
る
い
は

墳
丘
下
の
遺
構
内
に
あ
っ
た
土
器
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
貼
紙
に

見
ら
れ
る
『
弥
生
式　

坏
』
と
の
記
載
は
、

図
ら
ず
も
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

正
確
な
出
土
地
点
ま
で
は
比
定
で
き
な

い
が
、
柳
本
町
渋
谷
に
お
い
て
大
正
時
代

に
掘
り
出
さ
れ
現
在
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ

一
世
紀
に
わ
た
っ
て
保
管
さ
れ
て
き
た
資

料
と
し
て
紹
介
し
て
お
く
。

し
、
令
和
五
年
一
一
月
三
〇
日
～
一
二
月

一
八
日
の
間
実
施
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
の
は
、
シ
リ
ア
古
物

博
物
館
総
局Elias A

bd A
lnour

さ
ん

とFares A
laraj

さ
ん
の
二
名
で
あ
る
。

研
修
は
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
お
い
て

行
わ
れ
、
奥
山
誠
義
所
員
、
河
﨑
衣
美
所

員
、
小
倉
頌
子
所
員
、
筆
者
の
四
名
が
講

師
を
担
当
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
西

藤
清
秀
所
員
で
あ
る
。

研
修
は
、
保
存
科
学
の
専
門
知
識
を
基

に
、
発
掘
現
場
で
脆
弱
遺
物
が
発
見
さ
れ

た
際
の
緊
急
的
な
対
応
方
法
や
修
復
技
術

に
つ
い
て
実
施
し
た
。

二
．
研
修
の
内
容

　

研
修
は
、
土
層
断
面
の
転
写
方
法
、
硬

質
発
泡
ウ
レ
タ
ン
を
用
い
た
脆
弱
遺
物
の

取
り
上
げ
方
法
、
石
造
文
化
財
の
保
存
と

樹
脂
強
化
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
講
義
と

実
習
を
交
互
に
行
い
な
が
ら
研
修
を
進
め

た
。
ま
た
、
研
修
の
理
解
度
が
深
ま
る
よ

う
、
よ
り
実
践
的
に
可
能
な
限
り
発
掘
調

査
現
場
で
実
習
を
行
っ
た
。
今
回
の
研
修

は
、
発
掘
現
場
担
当
所
員
の
皆
さ
ん
の
全

面
的
な
協
力
に
よ
り
、
発
掘
現
場
で
の
実

習
を
行
え
た
こ
と
が
幸
い
で
あ
っ
た
。
シ

リ
ア
と
日
本
で
は
気
候
や
土
壌
の
状
態
に

違
い
は
あ
る
が
、
研
修
で
習
得
し
た
方
法

や
素
材
等
の
考
え
方
を
わ
か
り
や
す
く
実

践
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

Elias

さ
ん
とFares

さ
ん
は
、
共
に

明
る
い
性
格
に
加
え
意
欲
的
で
、
研
修
中

は
質
疑
応
答
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
休
憩

中
も
、
お
互
い
の
国
の
文
化
や
食
に
つ
い

て
楽
し
く
語
り
合
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ア
語
と

日
本
語
を
教
え
あ
っ
た
が
、
筆
者
が
か
ろ

う
じ
て
覚
え
ら
れ
た
の
が
「Y

alla

（
行

く
ぞ
！
）」
の
み
で
あ
っ
た
。
ア
ラ
ビ
ア

語
習
得
ま
で
の
道
の
り
は
長
い
。

三
．
研
修
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

今
回
の
研
修
報
告
に
あ
た
っ
て
、

Elias

さ
ん
、Fares

さ
ん
か
ら
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
。

Elias A
db A

lnour

「
こ
の
研
修
で
、

脆
弱
な
文
化
財
へ
の
修
復
方
法
や
対
処
方

法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
と
は
大

一
．
は
じ
め
に

　

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
、
国
連
開

発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
：U

nited N
ation 

D
evelopm

ent Program
m

e

）
か
ら
委

託
を
受
け
、
シ
リ
ア
文
化
遺
産
継
承
の
た

め
の
人
材
育
成
研
修
を
平
成
二
九
年
よ
り

実
施
し
て
い
る
。
令
和
五
年
度
は
、
合
計

三
回
の
シ
リ
ア
文
化
財
関
係
専
門
家
研
修

が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
回
を
、

遺
物
の
修
復
と
復
元
に
関
す
る
研
修
と
題

2�

飛鳥宮跡での実習の様子
（右/ Eliasさん、左/Faresさん）

シ
リ
ア
文
化
財
関
係
専
門
家
研
修

「
遺
物
の
修
復
と
復
元
に
関
す
る
研
修
」
報
告

中
尾
真
梨
子



び
制
度
の
検
討
」、「
日
本
の
遺
跡
お
よ
び

遺
物
の
調
査
等
」
を
目
的
と
し
て
派
遣
研

修
に
申
請
し
た
。

国
立
文
化
財
研
究
院
と
橿
原
考
古
学
研

究
所
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
学
術
交
流
を
強

化
す
る
た
め
、
研
究
者
の
人
的
交
流
を
通

じ
た
友
好
関
係
を
推
進
し
て
き
た
。
こ
れ

を
通
じ
て
両
国
の
最
新
の
研
究
情
報
な
ど

を
相
互
交
換
し
、
研
究
水
準
の
向
上
と
両

国
の
文
化
遺
産
の
比
較
研
究
を
通
じ
た
文

化
遺
産
学
術
交
流
に
お
け
る
相
乗
効
果
の

創
出
と
い
う
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

私
は
、
加
耶
に
お
け
る
四
世
紀
代
の
古

式
陶
質
土
器
が
専
門
だ
が
、
考
古
研
究
室

で
の
業
務
は
韓
国
考
古
学
の
デ
ジ
タ
ル
辞

典
の
構
築
と
い
っ
た
「
考
古
学
の
学
術
情

報
デ
ジ
タ
ル
大
転
換
」を
担
当
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
や
考
古
学

の
学
術
的
分
野
を
主
な
目
的
に
こ
れ
ま
で

派
遣
さ
れ
た
研
修
者
た
ち
と
は
異
な
り
、

聞
き
慣
れ
な
い
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
の
派
遣

研
修
の
申
請
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
分
野
を
専
門
と
す
る
研
修
者
を
受

け
入
れ
る
橿
原
考
古
学
研
究
所
側
は
ど
う

考
え
る
の
か
、
ど
う
受
け
入
れ
て
く
れ
る

の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
関
連
テ
ー
マ

で
調
査
す
る
か
な
ど
、
心
配
と
懸
念
を
多

く
抱
い
た
ま
ま
私
の
七
四
泊
七
五
日
間
の

日
本
で
の
旅
程
が
始
ま
っ
た
。

二
．
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
の
研
修

日
本
に
着
い
た
初
日
、
研
修
を
担
当
す

る
企
画
課
の
小
栗
明
彦
さ
ん
と
東
影
悠
さ

ん
が
関
西
空
港
に
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
っ

た
。
一
人
で
飛
行
機
に
乗
っ
た
の
は
生
ま

れ
て
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
戸
惑
い
の
連

続
に
重
い
荷
物
が
加
わ
り
、
汗
ま
み
れ
に

な
っ
た
惨
め
な
姿
で
初
め
て
の
挨
拶
を
交

わ
し
た
記
憶
が
あ
る
。
橿
原
考
古
学
研
究

所
へ
向
か
う
自
動
車
の
中
、
時
折
続
く
会

話
の
ぎ
こ
ち
な
さ
と
緊
張
感
は
、
い
つ
の

間
に
か
私
の
た
め
に
遠
方
ま
で
迎
え
に
来

て
く
れ
た
感
謝
と
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
で

の
生
活
に
対
す
る
期
待
感
に
変
わ
っ
て
い

っ
た
。

三
ヶ
月
間
過
ご
す
宿
舎
と
電
車
の
最
寄

り
駅
、周
辺
の
施
設
な
ど
を
確
認
し
た
後
、

研
究
所
に
到
着
し
、
研
究
所
の
施
設
、
部

署
、
業
務
な
ど
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
職

員
の
方
々
と
名
刺
交
換
し
な
が
ら
挨
拶
し

た
が
顔
と
名
前
が
す
ぐ
に
は
一
致
せ
ず
に

慌
て
た
記
憶
が
あ
る
。
し
か
し
、
宿
に
オ

ン
ド
ル
が
な
く
寒
い
だ
ろ
う
と
心
配
し
て

電
気
マ
ッ
ト
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
岡
田

憲
一
さ
ん
を
は
じ
め
、
私
が
パ
ン
好
き
だ

と
聞
い
て
お
い
し
い
パ
ン
屋
さ
ん
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
っ
た
中
村
健
太
郎
さ
ん
、
私

の
名
前
を
刻
印
し
た
世
界
に
一
つ
し
か
な

い
特
別
な
ペ
ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ

さ
っ
た
西
岡
安
子
さ
ん
、
い
つ
も
明
る
い

き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
豊
富
で
、
長
期
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
、
講
師
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
な
労

力
を
か
け
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
生
か
し
、
ま
た
得
た
知
識

と
経
験
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
シ
リ

ア
古
物
博
物
館
総
局
の
同
僚
に
学
ん
だ
内

容
を
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

こ
の
研
修
で
得
た
新
し
い
知
識
や
材
料
、

使
用
方
法
を
伝
え
る
た
め
に
、
シ
リ
ア
で

同
様
の
研
修
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。」

Fares A
laraj

「
こ
の
有
益
で
貴
重
な

研
修
を
提
供
し
て
頂
い
た
、
橿
原
考
古
学

研
究
所
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。
脆
弱
な

遺
物
の
取
り
扱
い
方
、
安
全
な
運
搬
方

法
、
修
復
の
仕
方
な
ど
、
研
修
で
新
し
く

得
た
知
識
は
、
シ
リ
ア
古
物
博
物
館
総
局

で
の
私
の
仕
事
に
プ
ラ
ス
と
な
る
で
し
ょ

う
。
理
論
的
な
講
義
、
写
真
、
解
説
ビ
デ

オ
、
さ
ら
に
は
遺
跡
で
の
実
践
演
習
を
通

じ
て
、
新
し
い
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
日
本
の
専
門
家
や
友
人
達
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。」

四
．
お
わ
り
に

二
〇
日
間
と
い
う
、
長
く
も
あ
り
短
く

も
あ
る
研
修
期
間
で
あ
っ
た
。
本
研
修
が

シ
リ
ア
の
文
化
遺
産
継
承
に
少
し
で
も
寄

与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
．
は
じ
め
に

二
〇
二
四
年
一
月
一
五
日
か
ら
二
〇
二

四
年
三
月
二
九
日
ま
で
の
約
三
ヶ
月
間
、

大
韓
民
国
国
立
文
化
財
研
究
院
と
橿
原
考

古
学
研
究
所
間
の
文
化
遺
産
交
流
協
力
に

関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、
埋
蔵
文
化
財
情

報
管
理
統
合
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
の

た
め
の
事
例
調
査
お
よ
び
活
用
方
策
の
研

究
と
い
う
主
題
で
派
遣
研
修
を
実
施
し
た
。

二
〇
一
三
年
に
文
化
財
庁
に
入
庁
し
て

以
来
ず
っ
と
、
漠
然
と
で
は
あ
る
も
の
の

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
の
研
修
に
心
か
ら

行
き
た
い
と
考
え
て
い
た
。
個
人
的
に
日

本
と
い
う
国
が
大
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
育
て
る
べ
き
娘
が
二
人
も
い
る
が
、

非
常
に
良
い
機
会
と
考
え
、「
日
本
の
埋

蔵
文
化
財
の
情
報
管
理
に
関
す
る
デ
ジ
タ

ル
環
境
の
調
査
お
よ
び
事
例
の
検
討
」、

「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
適
用
し
た
国
家
遺
産

の
保
存
管
理
と
活
用
に
関
す
る
政
策
お
よ
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性
格
で
楽
し
く
元
気
を
く
れ
た
中
尾
真
梨

子
さ
ん
、い
つ
も
親
切
な
小
倉
頌
子
さ
ん
、

そ
の
ほ
か
に
も
毎
日
親
切
に
笑
っ
て
挨
拶

し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
職
員
の
方
々
か
ら

温
か
さ
を
い
た
だ
い
た
。
全
員
の
お
名
前

は
列
挙
で
き
な
い
が
、
以
下
に
記
す
研
修

内
容
と
共
に
感
謝
を
込
め
て
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
を
で
き
る
限
り
記
載
し
て
み
よ

う
と
思
う
。

三
．
文
化
財
関
連
デ
ジ
タ
ル
業
務
の
環
境

調
査

私
の
研
修
目
的
で
あ
る
日
本
の
埋
蔵
文

化
財
の
情
報
管
理
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
環

境
の
調
査
お
よ
び
事
例
の
検
討
の
た
め

に
、
ま
ず
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
デ
ジ
タ

ル
関
連
業
務
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

杉
山
拓
己
さ
ん
が
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
関
連
業
務
の
紹
介
と
人
員
配
置
、
業
務

手
順
、
設
備
な
ど
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
近
年
は
、
発
掘
調
査
に
関
わ
る
三
次

元
デ
ー
タ
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
を
適

正
に
管
理
す
る
た
め
に
現
在
使
用
中
の
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
の
容
量
を
増
や
す
必
要

が
あ
る
こ
と
、
写
真
の
管
理
方
法
の
効
率

低
下
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
が
今
後
の
課
題

で
あ
る
と
伺
っ
た
。

奈
良
文
化
財
研
究
所
に
は
二
回
訪
問

し
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
業
務
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
た
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
は
、
日

本
全
国
の
文
化
財
に
関
す
る
情
報
を
集
約

し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
運
用
し

て
い
る
。
発
掘
調
査
や
研
究
に
関
す
る
情

報
な
ど
様
々
な
デ
ー
タ
を
安
全
に
管
理
・

保
管
し
て
公
開
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て

お
り
、
公
開
デ
ー
タ
は
日
本
国
内
の
文
化

財
担
当
者
の
み
な
ら
ず
広
く
国
民
や
海
外

の
研
究
者
に
も
利
用
し
や
す
い
環
境
と
な

っ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
日
本
の
文
化
財

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
手
法
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
韓
国
と
日
本
の
考
古
学
的

用
語
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
連
携
と
抄
録
の
相

互
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て

議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
日
本
の
文
化
遺
産
の
三
次
元
計

測
お
よ
び
デ
ー
タ
の
確
認
と
活
用
方
法
に

つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
た
。
文
化
遺
産

を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
を
公
開
し
て
広
く
普
及
さ
せ
、

多
く
の
人
々
が
楽
し
ん
で
活
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
方
法
の
一

つ
が
三
次
元
デ
ー
タ
で
あ
る
。
考
古
学
界

に
お
い
て
も
、
文
化
遺
産
の
保
存
と
研
究

に
三
次
元
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
方
法
が
重

要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
文

化
財
の
活
用
促
進
の
た
め
の
科
学
的
調
査

の
一
環
と
し
て
、
現
在
進
行
中
の
遺
構
と

建
造
物
の
三
次
元
デ
ー
タ
の
活
用
に
関
連

す
る
調
査
と
し
て
、
河
﨑
衣
美
さ
ん
の
提

案
に
よ
り
静
岡
県
で
調
査
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

こ
の
調
査
で
は
、
日
本
の
文
化
遺
産
に

関
す
る
三
次
元
計
測
と
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
（
VR
）
を
活
用
し
た
研
究
事
例
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
次
元
計
測
の
ポ

イ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
日

本
の
文
化
遺
産
ア
ー
カ
イ
ブ
を
は
じ
め
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し
な
が
ら
多
く

の
人
々
に
新
し
い
経
験
の
場
と
価
値
を
提

供
す
る
た
め
に
、
VR
な
ど
最
新
の
手
法
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
。
文
化
財
の

活
用
に
関
連
す
る
デ
ジ
タ
ル
業
務
に
つ
い

て
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

初
め
て
乗
っ
た
新
幹
線
に
興
奮
し
た
自
分

の
姿
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
一
緒

に
調
査
に
行
く
こ
と
を
提
案
し
て
く
だ
さ

っ
た
河
﨑
さ
ん
に
感
謝
を
伝
え
た
い
。

そ
の
他
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
国

家
遺
産
の
保
存
管
理
・
活
用
に
関
す
る
政

策
や
制
度
を
調
査
し
た
。
日
本
は
第
四
次

産
業
革
命
時
代
お
よ
び
知
能
情
報
社
会
と

い
う
時
代
の
流
れ
と
共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
基
盤

の
必
要
性
を
痛
感
し
、
文
化
財
行
政
な
ど

文
化
遺
産
全
般
に
わ
た
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
政

策
を
強
く
推
進
す
る
た
め
に
、
標
準
化
と

デ
ー
タ
の
共
有
・
活
用
を
重
視
し
て
い

る
。
国
は
、
国
民
に
文
化
遺
産
を
浸
透
さ

せ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
適
用
す
る

こ
と
に
加
え
、
行
政
等
の
関
連
制
度
の
改

正
な
ど
、
社
会
的
受
容
の
向
上
に
向
け
た

様
々
な
課
題
を
検
討
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
活
用
に
関
す
る
取
組
を
全
国
各
地
で
活

発
に
展
開
し
て
い
た
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

導
入
に
伴
う
制
度
や
指
針
な
ど
基
本
的
な

方
向
性
を
示
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す

る
た
め
の
予
算
確
保
や
制
度
設
計
を
着
実

に
進
め
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
韓
国
と
同

様
に
、
文
化
遺
産
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
大
転

換
に
お
い
て
、
専
門
的
人
材
と
予
算
の
不

足
と
い
う
大
き
な
障
害
に
よ
っ
て
、
現
実

に
は
あ
ま
り
進
展
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
を

感
じ
た
。

四
． 

博
物
館
見
学

「
そ
の
国
の
歴
史
と
文
化
を
知
り
た
い

な
ら
、
そ
の
国
の
博
物
館
を
訪
れ
れ
ば
い
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い
」
と
言
う
よ
う
に
、
そ
の
地
域
の
歴
史

と
文
化
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
域
の

博
物
館
を
訪
れ
れ
ば
い
い
。
派
遣
研
修
の

主
目
的
は
デ
ジ
タ
ル
関
連
だ
っ
た
が
、
日

本
の
文
化
全
般
を
知
る
こ
と
こ
そ
が
最
も

基
本
的
で
最
も
重
要
な
点
だ
と
考
え
た
。

奈
良
国
立
博
物
館
、
京
都
国
立
博
物
館
、

九
州
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
、
橿
原
考
古

学
研
究
所
附
属
博
物
館
、
大
阪
歴
史
博
物

館
、
近
つ
飛
鳥
博
物
館
、
弥
生
文
化
博
物

館
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
兵
庫
県
立
考
古

博
物
館
、
福
岡
市
立
博
物
館
、
九
州
歴
史

資
料
館
、
大
野
城
心
の
ふ
る
さ
と
館
、
西

都
原
考
古
博
物
館
、和
歌
山
市
立
博
物
館
、

柏
原
市
歴
史
資
料
館
、
桜
井
市
立
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
、
天
理
参
考
館
、
な
ら
歴

史
芸
術
文
化
村
な
ど
様
々
な
地
域
の
多
く

の
博
物
館
を
見
学
し
な
が
ら
日
本
の
先
史

時
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
歴
史
全
般

を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
宇
野

隆
志
さ
ん
と
行
っ
た
天
理
参
考
館
は
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
中
の
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
そ
の
日
は
雨
が
た
く
さ
ん

降
っ
た
こ
と
が
頭
の
中
に
残
像
と
し
て
今

も
残
っ
て
い
る
。

五
．
発
掘
調
査
現
場
の
見
学

様
々
な
発
掘
調
査
現
場
を
訪
問
し
た

が
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
発
掘
調
査
の

現
地
検
討
会
が
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い

る
。
県
内
の
発
掘
調
査
現
場
を
月
一
回
訪

問
し
、
皆
で
集
ま
っ
て
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
は
と
て
も
良
い
趣
旨
だ
と
感
じ
た
。

特
に
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
製
の
割
竹
形
木
棺
、

こ
れ
ま
で
出
土
し
た
こ
と
の
な
い
鼉
龍
文

盾
形
銅
鏡
、
長
さ
約
二
三
七
㎝
と
日
本
最

大
の
蛇
行
剣
が
出
土
し
、
ニ
ュ
ー
ス
で
大

き
な
話
題
と
な
っ
た
富
雄
丸
山
古
墳
の
発

掘
調
査
現
場
を
直
接
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
人
生
で
二
度
と
な
い
良
い
機

会
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
奧
山

誠
義
さ
ん
が
蛇
行
剣
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す

る
際
に
実
物
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
は
光
栄
だ
っ
た
。

検
討
会
に
は
、
東
影
さ
ん
、
北
井
利
幸

さ
ん
、
崔
瑛
恩
さ
ん
と
同
じ
車
で
行
っ
た

が
、
一
緒
に
食
べ
た
昼
食
の
塩
ラ
ー
メ
ン

は
本
当
に
美
味
し
か
っ
た
。
辛
い
食
べ
物

が
苦
手
と
言
っ
て
い
た
北
井
さ
ん
の
姿
を

今
で
も
思
い
出
す
。

ま
た
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
平
城
京

の
発
掘
調
査
現
場
を
一
緒
に
見
学
に
行
っ

た
大
西
貴
夫
さ
ん
、
米
田
敏
幸
さ
ん
と
食

べ
た
う
ど
ん
も
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
遺
跡
を
見
学
し
、
お
い
し
い

食
事
を
と
も
に
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。

六
．
遺
跡
見
学

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
私
の
専
門
は
加

耶
土
器
だ
っ
た
が
、
日
本
で
最
も
勉
強
し

た
分
野
は
ま
さ
に
古
墳
、
特
に
前
方
後
円

墳
で
あ
っ
た
。
有
名
な
前
方
後
円
墳
は
ほ

ぼ
す
べ
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
は
日
本
で
初
め
て
知
り
合
っ
た
ソ
ウ
ル

大
学
校
の
崔
瑛
恩
さ
ん
の
お
か
げ
だ
。
初

め
て
会
っ
た
が
な
ぜ
か
実
の
妹
の
よ
う
に

親
近
感
を
感
じ
た
崔
さ
ん
の
お
か
げ
で
日

本
で
の
生
活
が
寂
し
く
な
ら
ず
に
す
ん

だ
。
彼
女
の
専
門
が
ま
さ
に
前
方
後
円
墳

だ
っ
た
。
崔
さ
ん
が
い
た
一
ヵ
月
間
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
多
く
の
研
究
者
た
ち
の

助
力
で
と
も
に
古
墳
を
見
学
し
勉
強
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
特
に
奈
良
県
内
の
前
方

後
円
墳
の
見
学
に
一
緒
に
行
っ
た
た
く
ま

し
い
性
格
の
黒
澤
ひ
か
り
さ
ん
に
は
と
て

も
感
謝
し
て
い
る
。

ま
た
、
小
栗
さ
ん
と
二
泊
三
日
で
行
っ

た
九
州
方
面
へ
の
調
査
は
大
変
な
思
い
出

と
な
っ
た
。
新
幹
線
と
高
速
バ
ス
で
移
動

し
、
飛
行
機
に
乗
っ
て
奈
良
に
戻
る
と
い

う
強
行
軍
だ
っ
た
。
宮
崎
県
の
西
都
原
古

墳
群
、
果
た
し
て
私
の
人
生
に
お
い
て
こ

の
素
晴
ら
し
い
古
墳
を
一
人
で
は
見
学
に

行
け
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
私
の
た

め
、
忙
し
い
日
程
に
も
関
わ
ら
ず
疲
れ
を

乗
り
越
え
ま
た
花
粉
症
で
苦
し
み
な
が

ら
、
飛
行
機
で
百
舌
鳥·

古
市
古
墳
群
を

見
下
ろ
せ
る
よ
う
に
座
席
に
ま
で
繊
細
に

配
慮
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
栗
さ
ん
に
は
大

変
申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
と
も
に
、
大
き

な
感
謝
を
感
じ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
日
本
に
到
着
し
て
ま
も

な
く
一
人
で
行
っ
た
明
日
香
村
周
辺
の
遺
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跡
見
学
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
藤
原
宮

跡
、
石
舞
台
古
墳
、
キ
ト
ラ
古
墳
な
ど
を

ひ
た
す
ら
歩
い
て
見
学
し
た
と
こ
ろ
、
一

日
で
三
万
歩
以
上
と
い
う
自
身
の
最
高
記

録
を
更
新
し
て
い
た
。

七
．
研
究
会
・
学
会
・
講
演
会
へ
の
参
加

研
修
期
間
中
、多
く
の
学
会
や
研
究
会
、

講
演
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
韓

国
と
は
違
い
、
ほ
と
ん
ど
の
学
会
と
講
演

会
が
週
末
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
驚
い

た
。
週
末
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
会
の
会

場
を
埋
め
尽
く
す
市
民
の
方
々
の
熱
気
と

文
化
遺
産
に
対
す
る
高
い
関
心
に
感
動
し

た
。ま

た
、
一
九
五
四
年
か
ら
続
く
橿
原
考

古
学
研
究
所
の
研
究
集
会
や
談
話
会
に
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
談
話
会
は
毎

月
一
回
、
金
曜
日
の
夜
に
研
究
所
職
員
の

研
究
発
表
が
行
わ
れ
て
お
り
、
多
忙
な
業

務
の
終
了
後
に
も
研
究
に
精
進
す
る
様
子

は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
。

こ
の
他
、
現
在
は
奈
良
県
庁
文
化
財
課

に
異
動
し
懸
命
に
働
い
て
い
る
絹
畠
歩
さ

ん
の『
龍
王
山
古
墳
群
と「
古
墳
の
理
論
」』

特
別
展
の
関
連
講
演
（
歴
史
に
憩
う
橿
原

市
博
物
館
）、『
古
墳
時
代
の
石
枕
と
葬
送

儀
礼
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
北
山
峰
生
さ
ん

の
発
表
（
近
つ
飛
鳥
博
物
館
）
は
と
て
も

興
味
深
く
勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
、
古
代

学
研
究
会
へ
の
参
加
を
勧
め
て
く
れ
た
米

田
さ
ん
に
も
お
礼
を
言
い
た
い
。

八
．
遺
物
の
調
査

私
の
専
門
が
加
耶
土
器
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
関
連
遺
物
の
調
査
を
柳
本
照
男
さ

ん
、
木
下
亘
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
々
が
助

け
て
く
だ
さ
っ
た
。
お
か
げ
で
、
岩
越
陽

平
さ
ん
や
大
阪
大
学
大
学
院
の
我
妻
佑
哉

さ
ん
、
近
藤
葵
さ
ん
と
と
も
に
須
恵
器
を

観
察
し
、
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と

て
も
あ
り
が
た
い
時
間
だ
っ
た
。

九
．
韓
国
語
の
勉
強
会

毎
週
月
曜
日
の
午
後
六
時
か
ら
一
時
間

ほ
ど
、
内
藤
元
太
さ
ん
、
蓮
井
寛
子
さ
ん

と
一
緒
に
韓
国
語
の
勉
強
会
を
行
っ
た
。

初
め
て
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
来
た
時
、

韓
国
語
が
上
手
な
方
が
多
く
て
驚
い
た

が
、
勤
務
時
間
終
了
後
も
自
ら
の
学
問
の

た
め
に
熱
心
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿
に
驚
く

と
と
も
に
、
自
分
の
こ
と
を
反
省
し
た
。

独
学
で
韓
国
語
を
学
ん
だ
と
い
う
内
藤
さ

ん
の
実
力
、
学
ん
だ
ば
か
り
な
の
に
実
力

が
す
ぐ
に
高
く
な
る
蓮
井
さ
ん
の
姿
に
感

嘆
し
た
。
私
の
日
本
語
の
実
力
が
不
十
分

な
た
め
十
分
に
二
人
の
役
に
立
て
な
く
て

申
し
訳
な
く
惜
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。

勉
強
会
後
は
外
が
と
て
も
真
っ
暗
に
な

っ
て
お
り
、
帰
宅
す
る
道
中
が
恐
ろ
し
く

も
あ
っ
た
が
、
ま
た
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
も

な
っ
た
。
彼
ら
の
お
か
げ
で
私
も
日
本
語

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
時
間
だ
っ
た
。
特
に
こ
の
よ
う
な
縁
の

お
か
げ
で
内
藤
さ
ん
の
結
婚
式
に
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
韓
国
と
全
く
違

う
日
本
の
結
婚
文
化
を
自
分
の
目
で
直
接

見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
記
憶

に
残
っ
て
い
る
。

一
〇
．
新
聞
記
事
へ
の
掲
載

二
月
の
あ
る
日
、
突
然
新
聞
記
者
か
ら

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
記
者
の
方
が
橿
原
考
古
学
研
究
所
で

の
派
遣
研
修
の
期
間
や
目
的
、
専
門
分
野

な
ど
に
関
し
て
取
材
を
さ
れ
た
。
ぎ
こ
ち

な
い
な
が
ら
も
何
か
飾
り
気
の
あ
る
表
情

で
ポ
ー
ズ
を
取
り
写
真
を
撮
ら
れ
た
自
身

の
姿
が
今
で
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て
い

る
。「

韓
国
の
若
手
研
究
者
が
奈
良
橿
原
考

古
学
研
究
所
で
研
修
」、「
韓
日
考
古
学
の

架
け
橋
－
若
手
研
究
者
、
交
換
派
遣
再

開
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
読
売
新
聞
と
産

経
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
ど
う
や
っ
て
知

っ
た
の
か
日
本
を
は
じ
め
韓
国
の
多
く
の

方
々
か
ら
も
記
事
を
読
ん
だ
と
連
絡
が
来

る
と
と
も
に
、
特
に
母
の
自
慢
と
な
り
一

家
の
栄
光
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、

K
inK

i K
ids

と
関
連
し
た
記
事
の
内
容

は
今
で
も
恥
ず
か
し
い
。

一
一
．
お
わ
り
に

こ
う
し
て
私
の
七
五
日
間
の
橿
原
考
古

学
研
究
所
で
の
研
修
は
終
わ
っ
た
。
奈
良

を
は
じ
め
、大
阪
、京
都
、兵
庫
、和
歌
山
、

静
岡
、
福
岡
、
宮
崎
な
ど
様
々
な
地
域
の

博
物
館
や
遺
跡
、
発
掘
調
査
現
場
を
訪

れ
、
学
会
へ
の
参
加
な
ど
に
と
て
も
忙
し

い
日
々
で
あ
っ
た
。
多
く
の
方
々
の
助
け

な
し
に
は
、研
修
関
連
の
調
査
を
は
じ
め
、

日
本
各
地
の
素
晴
ら
し
い
遺
跡
と
博
物

館
、
学
会
参
加
は
不
可
能
だ
っ
た
。
私
の

人
生
に
お
い
て
二
度
と
な
い
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
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す
る
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
方
々
と
日
々

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
感
謝
の
毎
日
だ

っ
た
。
特
に
、
し
ば
ら
く
の
期
間
、
育
児

か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
は
幸
せ
な
日
々
だ

っ
た
と
感
じ
る
。
今
で
も
橿
原
神
宮
の
境

内
を
歩
い
た
通
勤
途
中
の
空
気
、
匂
い
、

雰
囲
気
す
べ
て
が
鮮
明
だ
。

私
の
担
当
業
務
の
み
な
ら
ず
個
人
的
な

専
門
と
そ
れ
に
関
連
し
た
多
く
の
勉
強
と

経
験
を
通
じ
、
と
て
も
良
い
研
修
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
最
も

大
き
な
成
果
は
、
日
本
の
皆
さ
ん
と
の
良

い
縁
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と

だ
。
全
て
の
方
々
の
お
名
前
を
記
す
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
青
柳
正
規
所
長
、

川
上
洋
一
副
所
長
を
は
じ
め
米
川
仁
一
企

画
課
長
、
髙
木
清
生
さ
ん
、
岡
見
知
紀
さ

ん
、
青
柳
泰
介
さ
ん
、
平
井
洸
史
さ
ん
な

ど
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
る
。
本

当
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
た
め
に

日
本
で
一
番
多
く
話
し
た
言
葉
が
「
韓
国

に
来
た
ら
一
〇
倍
以
上
返
す
」
で
あ
る
。

こ
の
縁
が
切
れ
ず
、
一
生
続
く
固
い
絆
と

な
る
よ
う
に
、
韓
国
で
忘
れ
ず
に
覚
え
て

い
る
こ
と
に
す
る
。

今
後
も
交
換
研
修
が
継
続
的
に
行
わ

れ
、
両
機
関
の
学
術
交
流
が
ま
す
ま
す
活

発
と
な
る
と
と
も
に
、
韓
国
と
日
本
の
人

脈
作
り
に
も
大
き
く
役
に
立
つ
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

主
な
内
容
は
今
後
五
年
間
、
橿
考
研
と

扶
余
文
化
財
研
究
所
が
行
う
発
掘
調
査
に

研
究
員
を
毎
年
六
〇
日
以
内
で
相
互
派
遣

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

端
緒
は
二
〇
二
三
年
二
月
二
四
日
、
私

が
三
日
後
に
控
え
た
橿
考
研
と
文
化
財
研

究
院
の
包
括
協
定
締
結
式
の
準
備
に
走
り

回
っ
て
い
た
車
内
で
、
チ
ョ
ン
・
ヨ
ン
ホ

同
院
考
古
研
究
室
学
芸
研
究
官
（
当
時
）

か
ら
、
イ
ム
扶
余
文
化
財
研
究
所
長
が
橿

考
研
と
の
発
掘
調
査
の
交
流
を
望
ん
で
い

る
と
相
談
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
二
七
日

の
包
括
協
定
締
結
式
後
に
青
柳
正
規
所
長

以
下
橿
考
研
代
表
団
が
扶
余
に
案
内
さ
れ
、

正
式
に
打
診
を
受
け
た
。
四
月
一
八
日
に

は
イ
ム
扶
余
文
化
財
研
究
所
長
ら
が
橿
考

研
に
来
訪
し
、
協
議
を
行
っ
て
交
流
事
業

を
推
進
す
る
方
針
を
固
め
、
一
一
月
に
今

回
の
協
定
締
結
と
相
成
っ
た
。

橿
考
研
は
百
済
前
半
期
の
王
宮
、
王
陵

の
発
掘
調
査
を
進
め
る
韓
国
ソ
ウ
ル
特
別

市
漢
城
百
済
博
物
館
と
既
に
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
（
青
陵
一
七
二
号
参
照
）。
扶

余
文
化
財
研
究
所
は
百
済
後
半
期
の
王
宮
、

王
陵
の
調
査
機
関
で
あ
り
、
こ
の
協
定
締

結
に
よ
っ
て
我
々
は
百
済
全
時
期
の
調
査

研
究
に
機
関
と
し
て
接
近
で
き
る
機
会
を

得
た
の
で
あ
る
。

橿
原
考
古
学
研
究
所
と
韓
国
国
立
文
化

財
研
究
院
は
国
際
連
携
協
定
「
文
化
遺
産

交
流
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結

し
て
い
る
。そ
れ
に
基
づ
く
実
施
協
定
「
研

究
員
派
遣
を
通
じ
た
交
流
協
力
に
関
す
る

細
目
協
定
」
も
定
め
て
（
青
陵
一
六
九
号

参
照
）、
今
年
一
月
よ
り
同
院
考
古
研
究
室

と
の
間
で
毎
年
一
人
七
五
日
間
の
研
究
員

相
互
派
遣
研
修
を
行
っ
て
い
る
（
本
号
イ
・

チ
ョ
ロ
ン
文
参
照
）。
加
え
て
こ
の
度
、
実

施
協
定
「
百
済
熊
津
・
泗
沘
期
と
日
本
古

墳
・
飛
鳥
時
代
の
物
質
文
化
共
同
研
究
の

た
め
の
発
掘
交
流
実
施
協
定
」
を
二
〇
二

三
年
一
一
月
一
三
日
付
け
で
締
結
し
た
。

イ
ム
・
ス
ン
ギ
ョ
ン
同
院
国
立
扶
余
文
化

財
研
究
所
長
と
光
石
鳴
巳
橿
考
研
企
画
学

芸
部
長
が
代
表
と
し
て
協
定
書
に
署
名
し

た
。

ひ
と
の
動
き

（
退
職　

令
和
六
年
三
月
三
一
日
付
）

鶴
見
泰
寿　
企
画
学
芸
部
資
料
課
資
料
係
長

→
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授

新
田
育
久　

総
務
課
総
務
係
主
査

（
転
出　

令
和
六
年
三
月
三
一
日
付
）

大
西
貴
夫　

調
査
課
長
・
地
域
創
造
部
世

界
遺
産
室
室
長
補
佐
兼
務

→
地
域
創
造
部
文
化
財
課
課
長

補
佐
・
地
域
創
造
部
世
界
遺

産
室
室
長
補
佐
・
観
光
局
奈

良
公
園
室
兼
務

（
転
出
・
所
内
異
動

　

令
和
六
年
三
月
三
一
日
付
）

絹
畠　

歩　

調
査
課
調
査
第
二
係
主
任
研

究
員

→
同　

調
査
第
一
係
主
任
研
究

員
・
文
化
財
課
兼
務

（
転
入　

令
和
六
年
四
月
一
日
付
）

小
倉
美
由
紀　

な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造

国
際
大
学
校
主
任
主
査

→
総
務
課
総
務
係
主
任
主
査

𠮷
浦
直
美　

中
和
保
健
所
主
任
主
査

→
総
務
課
総
務
係
主
任
主
査

（
転
入
・
昇
任　

令
和
六
年
四
月
一
日
付
）

鈴
木
裕
明　

文
化
財
保
存
課
課
長
補
佐
・

世
界
遺
産
室
室
長
補
佐
兼
務

→
調
査
部
長
・
調
査
課
長
事
務
取

扱
・
世
界
遺
産
室
参
事
兼
務
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発
掘
交
流
実
施
協
定
締
結

小

栗

明

彦



附
属
博
物
館
展
示
案
内

重
要
文
化
財
指
定
記
念 

特
別
陳
列

「
ホ
ケ
ノ
山
古
墳

ー
ヤ
マ
ト
王
権
の
成
立
へ
ー
」

会
期
：
令
和
六
年
六
月
二
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
七
月
一
五
日
（
月
・
祝
）

ホ
ケ
ノ
山
古
墳
は
、
い
わ
ゆ
る
邪
馬
台

国
の
時
代
や
ヤ
マ
ト
王
権
の
始
ま
り
を
さ

ぐ
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
大

い
に
考
古
フ
ァ
ン
や
考
古
学
者
た
ち
の
注

目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
本
年
、

そ
の
歴
史
的
価
値
か
ら
、
ホ
ケ
ノ
山
古
墳

→
同　

主
任
技
師

（
所
内
異
動　

令
和
六
年
四
月
一
日
付
）

川
上
洋
一　

副
所
長
兼
附
属
博
物
館
長
・

調
査
部
長
事
務
取
扱

→
副
所
長
兼
附
属
博
物
館
長

東
田　

浩　

総
務
課
総
務
係
主
査

→
同　

主
事

米
川
仁
一　

企
画
課
長

→
調
査
課
副
主
任

米
川
裕
治　

調
査
課
調
査
第
一
係
長

→
資
料
課
資
料
係
長

清
水
康
二　

調
査
課
調
査
第
二
係
指
導
研

究
員

→
企
画
課
企
画
係
指
導
研
究
員

東
影　

悠　

企
画
課
企
画
係
指
導
研
究
員

→
調
査
課
調
査
第
一
係
指
導
研

究
員

齊
藤　

希　

調
査
課
調
査
第
一
係
主
任
研

究
員

→
企
画
課
企
画
係
主
任
研
究
員

岡
林
孝
作　

学
芸
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

→
学
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
新
規
採
用　

令
和
六
年
四
月
一
日
付
）

谷
川　

遼　

調
査
課
調
査
第
一
係
技
師

横
山　

舞　

調
査
課
調
査
第
一
係
技
師

松
尾
樹
志
郎　

調
査
課
調
査
第
二
係
技
師

訃　

報

令
和
六
年
三
月
一
二
日
に
研
究
顧
問
の

ア
ト
リ
ウ
ム
展
示
案
内

研
究
所
一
階
ア
ト
リ
ウ
ム
で
パ
ネ
ル
を

中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
科
研

費
に
よ
る
研
究
成
果
展
「
同
一
文
様
鏡
製

作
の
た
め
の
同
型
技
法
の
再
現
実
験
」
を

開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
開
し
ま
す
。
観
覧
時
間
は
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
の
八
時
三
〇
分
か
ら
一
七
時

一
五
分
で
す
。

（
転
入
・
昇
任
・
所
内
異
動

　

令
和
六
年
四
月
一
日
付
）

中
野　

咲　

調
査
課
調
査
第
一
係
主
任
研

究
員
・
文
化
財
保
存
課
兼
務

→
同 
調
査
第
二
係
指
導
研
究
員

（
昇
任　

令
和
六
年
四
月
一
日
付
）

小
栗
明
彦　

企
画
課
企
画
係
長

→
企
画
課
長

髙
木
清
生　

企
画
課
企
画
係
指
導
研
究
員

→
同　

企
画
係
長

北
山
峰
生　

調
査
課
調
査
第
一
係
指
導
研

究
員

→
同　

調
査
第
一
係
長

岡
田
雅
彦　

調
査
課
調
査
第
一
係
主
任
研

究
員

→
同　

指
導
研
究
員

杉
山
拓
己　

資
料
課
資
料
係
主
任
研
究
員

→
同　

指
導
研
究
員

小
倉
頌
子　

資
料
課
資
料
係
主
任
技
師

→
同　

主
任
研
究
員

中
尾
真
梨
子　

調
査
課
調
査
第
二
係
主
任

技
師

→
同　

主
任
研
究
員

小
泉
翔
太　
調
査
課
調
査
第
二
係
主
任
技
師

→
同　

主
任
研
究
員

内
藤
元
太　
調
査
課
調
査
第
二
係
主
任
技
師

→
同　

主
任
研
究
員

岩
﨑
郁
実　

調
査
課
調
査
第
一
係
技
師

→
同　

主
任
技
師

蓮
井
寛
子　

調
査
課
調
査
第
一
係
技
師

「
大
和
を
掘
る
39
」

会
期
：
令
和
六
年
七
月
二
七
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
九
月
一
六
日
（
月
・
祝
）

二
〇
二
三
年
度
発
掘
調
査
速
報
展
「
大

和
を
掘
る
39
」
で
は
、
奈
良
県
内
で
昨
年

度
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡
を
中
心
に
、

出
土
遺
物
・
調
査
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
い

た
し
ま
す
。
奈
良
県
に
お
け
る
最
新
の
発

掘
調
査
の
成
果
を
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い

た
だ
き
、
豊
富
な
文
化
財
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
奈
良
県
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
土
曜
講
座
】（
全
四
回
）

七
月
二
七
日（
土
）、八
月
一
〇
日（
土
）、

八
月
三
一
日
（
土
）、九
月
一
四
日
（
土
）

各
回
と
も
に
一
三
時

橿
原
考
古
学
研
究
所　

講
堂

出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
記
念
す
る
本
展
覧

会
は
、
ヤ
マ
ト
王
権
の
中
心
地
で
あ
っ
た

纒
向
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
品
々
と
と
も
に
、

普
段
展
示
さ
れ
て
い
な
い
出
土
品
も
含
め
、

ホ
ケ
ノ
山
古
墳
出
土
遺
物
を
一
挙
大
公
開

し
ま
す
。

【
講
演
会
】
七
月
七
日
（
日
）　

一
三
時

橿
原
考
古
学
研
究
所　

講
堂

【
列
品
解
説
会
】

七
月
一
三
日
（
土
）
一
〇
時
三
〇
分

角
山
幸
洋
先
生
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
永

年
の
研
究
所
へ
の
ご
指
導
と
ご
尽
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
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